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「介護をよくする東京の会」第７期 第６回事務局会議報告 

日時：7月7日（木）12：３０～ 会場： 

出席：中野（地評）、中村（医労連）、及川（民医連）、相川（社保協）、森永（全国ヘルパー） 

西銘（医労連）横田（福保労）、岡村（年金者組合）、杉山（東京自治労連）下線欠席 

   寺田（医労連） 

＜報告事項＞ 

1、前回（第7期第５回）事務局会議報告を資料添付した 

2、各団体等の報告 

（略） 

３、協議事項 

1）10月１日（土）の介護フォーラムについて、以下検討した。 

①報告については、２３区は品川区（担当・及川、多摩は国立市（担当・相川）、それ以 

 外に稲城の山岸市議（担当・相川）で調整していくことになった。 

②フォーラムの演題 「総合事業の実態からみえるもの」（案） 

③タイムスケジュール（13時から16時半まで） 

 安達さんをコーディネーターに、地域から3人報告 

④費用 会場費21000円、看板4000円、謝礼25000円、合計50000円 

 参加者から資料代500を徴収する。 

⑤チラシを作成し宣伝。自治体の議員へも案内する。 

2）会として、福祉保健局要請を検討する。また、都議会対応については次回検討。  

  

 

次回日程：8月5日（金）13：3０～ 東京自治労連 4階会議室（予定） 
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目
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福
祉
用
具
国
民
会
議
は
６
月
　
予
定
だ
。

２３
日
ヽ
東
京
都
内
で
公
開
討
論
　
　
公
開
討
論
会
で
は
、
本
村
光

会
を
開
催
し
た
。
制
度
見
直
し
　
節

・
日
本
福
祉
用
具
供
給
協
会

に
危
機
感
を
持
つ
福
祉
用
具
レ
　
専
務
理
事
は
軽
度
者
の
福
社
用

ン
タ
ル
事
業
〓で
つ
８
７
２
人
（が
　
具
利
用
が
全
雪
自
己
負
担
と
な

集
ま

っ
た
。
討
論
で
は
介
護
保
　
っ
た
場
合
に
、
訪
間
介
護
な
ど

険
の
福
祉
用
具
利
用
者
、
認
知
　
別
の
手
段
で
代
替
す
る
と
か
え

症
の
人
の
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
　
っ
て
費
用
の
増
大
を
招
く
と
指

ャ
ー
、
日
本
福
祉
用
具
供
給
協
　
摘
。
同
会
の
調
査
で
は
、介
護
べ

会
，
う
が
、
福
祉
用
具
が
自
立
し
　
ッ
ド
や
車
い
す
、
歩
行
器
な
ど

た
生
活
を
支
え
、
無
駄
な
介
護
　
の
福
祉
層
具
レ
ン
タ
ル
年
額
の

費
の
抑
制
に
つ
な
が

っ
て
い
る
　
利
用
料
１
１
３
０
億
円
が
サ
ー

こ
と
を
訴
え
た
。
　
　
　
　
　
　
ビ
ス
を
訪
間
介
護
に
切
り
一言
え

「現
行
の
介
護
保
険
の
仕
組
　
た
場
合
、
年
額
２
５
０
０
億
に

み
の
維
持
」
を
求
め
る
署
名
は
　
な
り
１
３
７
０
億
円
の
コ
ス
ト

気
勢
を
上
げ
る
参
加
者
　
　
　
　
一Ｃ
」
と
訴
え
た
。

有
料
化
反
対
２２
万
筆
に

口
日
Ｈ
同
困
□
謂
譴
「し生ど
を阻冒

日
本
介
護
支
援
専
門
員
協
会
　
る
」
「
入
日
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

は
、
ケ
ア
了
不
の
利
用
料
負
担
　
ン
ト
は
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
違

に
反
対
す
る
署
名
が
２２
万
筆
に
　

つヽ
」
と
し
て
１
割
貝
担
に
反
対

な

っ
た
と
６
月
拓
日
に
開
催
し
　
の
立
場
だ
。
最
も
多
い
の
は
岡

た
第
８
回
社
員
総
会
に
途
中
経
　
山
県
の
２
万
６
千
筆
。
都
道
府

一　
　
軽
度
者
へ
の
生
活
援
助
、
福
祉
用
目
＾

住
宅
改
修
の
　
一

一　
負
詈
の
あ
り
方
を
見
直
す
か
ど
う
か
は
、
２
０
１
６
年
　
一

一　
末
に
は
決
定
、
法
改
正
に
反
映
す
る
の
が
政
府
の
ス
ケ
　
一

お

前

牌

幹

鵞

詳

覇

種

一

一　
ヶ
ァ
了
不
ジ
メ
ン
ト
の
利
用
者
負
担
の
導
入
は
、
前
回
　
一

一一
の
制
度
改
正
時
に
介
護
保
険
部
会
の

「意
見
書
」
の
中
　
一

一　
で
算
事
と
な
っ
た
テ
ー
マ
の

一
つ
だ
。　
　
　
　
　
　
　
一

負
担
増
な
ら
「生
活
で
き
ず
」
４
割

東
京
都
介
護
支
援
専
門
員
研
　
回
答
も
、
４
割
と
最
も
多
か
っ

究
協
議
会

（
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

た
。

一
方
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
、
利
用
者

・
家
族
を
対
象
に
　
の
有
料
化
は
反
対
派
が
６
割

泊
己
負
担
化
に
関
す
る
緊
急
ア
　
で
、
貢
成
あ
る
い
は
社
会
保
障

ン
ケ
ー
ト
を
実
施

、
こ
の
ほ
ど

費
の
増
本

で
言

え
れ
ば
や
む
を

速
報
を
ま
と
め
た
。
生
活
援
助
　
得
な
い
、
と
容
認
す
る
人
の
割

と
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
に
つ
い
　
合
は
、
生
活
援
助
や
福
祉
用
具

て
は
、
い
ず
れ
も

「反
対
」
が
　
と
比
べ
る
と
若
干
多
く
２
割
を

８
割
で
圧
倒
的
多
数
。
全
雪
日
　
超
え
る
結
果
と
な

つ
た
ｏ

景
と
な

っ
た
場
合

「生
活
が
続
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
３
月
か
ら
５

け
ら
れ
な
く
な
る
」
と
切
実
な
　
月
に
か
け
て
実
施
。
都
内
在
住

き上げにNO負担辱I
関係団体 反対相次ぐ

県
に
よ
り
温
度
差
が
あ
る
。
全

国
の
代
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
質

疑
や
意
見
の
中
に
は
、
「本
当

に
緊
急
な
の
か
」
「今
の
社
会

保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
で

は
出
て
い
な
い
。
署
多

て
行

つ

こ
と
は
、
″寝
た
子
を
起
こ
す
″

こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
」
等
の

意
見
が
あ

っ
た
。
鷲
見
よ
し
み

会
長
は
、
「今
後
い

つ
再
燃
す

る
か
分
か
ら
な
い
」
と
答
え

た
。介

護
離
職

ゼ
ロ
に
逆
行Ａ
Ｃ
Ｔ

軽
度
者

（
要
介
護
１
、
２
）

の
生
活
援
助
と
福
祉
用
具

・
住

の
要
介
護
者
と
家
族
６
７
０
人

が
回
答
し
た
。
〓
一ズ
”
護
１
と
２

で
６
割
。
軽
度
者
が
多
い
こ
と

か
ら
利
用
中
の
主
な
サ
ー
ビ
ス

雰

ぶ

３

２

激

、

ヘ

ル
パ
ー
が
４９
％
と
な

っ
て
い

る
。自

己
負
担
化
が
俎
上
に
上

っ

て
い
る
生
活
援
助
、
福
祉
用

具
、
ケ
ア
了
不
の
中
で
反
対
が

多
数
を
占
め
た
の
は
生
一薔
援
助

と
福
祉
用
具
だ
。
い
ず
れ
も
賛

成

・
や
む
を
得
な
い
を
合
わ
せ
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り支援-5
高齢 イヒ率 50の超 のマ ンモス団地 の地域
づ く りを東 京 家政 大学 の学 生 が手 伝 う

「 戸 wヽイ ツの未来 をつむ ごうプ ロ ジ ェ
ク ト」 の研究報告が あ つFc。 昨年度 の全
戸調査 の結果ヽ 長年住み続 けている高 齢
者では近所 づきあいが残 るな ど地域の強
みがわか った。

障害主任ケアマネあり方素案―-2

介護向けストレスチェック開発 -4

選 契 議 会で住まいの質向上す 6

新:意思決定支援―いま、海外では-8

学生が団地の地域づく

Ａ
Ｃ
Ｔ

・
人
と
ま
ち
づ
く
り

理
事
長
の
香
丸
員
理
子
さ
ん

は
、
同
団
体
の
年
間
ケ
ア
プ
ラ

ン
９
０
０
件
余
り
の
う
ち
要
介

護
１
～
２
は
６
割
強
を
占
め
る

と
説
明
。
利
用
者
の
選
提
を
保

障
す
る
た
め
独
立
型
の
ケ
ア

マ

ネ
事
業
所
が
存
続
で
き
る
制
度

に
す
べ
き
と
訴
え
た
。

て
も
‐５
％
ほ
ど
に
過
ぎ
ず
、

「反
対
」
は
そ
の
５
倍
以
上
の

８
割
だ
。
自
己
負
担
と
な

っ
た

場
合
、
「生
活
が
続
け
ら
れ
な

、
な
る
」
の
回
答
が
い
ず
れ
も

４
割
で

「金
額
自
費
で
利
用
」

一生
活
援
助
８
修
、
福
祉
用
具

夕
％
）
を
上
回

っ
た
。

ケ
ア

マ
ネ
の
有
料
化

へ
の

反
対
」
は
６
割
。
責
成

・
や

り
を
得
な
い
は
２６
物
０
仮
に
有

科
と
な

っ
て
も
利
用
す
る
人
は

４
割
で
最
も
多
か

っ
た
。

宅
改
修
を
保
険
給
付
か
ら
外
せ

な
い
よ
う
求
め
る
署
名
活
動
弟

行

っ
て
い
る
ア
ビ
リ
テ
ィ
ク
↓

ブ
た
す
け
あ
い

（池
国
葉
子
苺

事
長
）
は
６
月
２７
日
、
厚
労
合

に
出
向
き
活
動
の
趣
旨
を
説
旧

し
た
。
記
者
会
見
で
は
、
山
十

き
ょ
う
子
理
事
が
、
「要
介
講

１

・
２
に
は
難
病
な
ど
多
様
な

疾
患
を
抱
え
た
方
や
、
認
知
庁

の
利
用
者
も
い
る
。
給
付
か
ら

外
せ
ば
状
態
の
悪
化
や
家
族
自

担
の
増
大
に
つ
な
が
り
、
政
府

の
掲
げ
る

「介
護
離
職
ゼ
ロ
，

年
頃
の
女
性
た
ち
。
少
し
離

れ
た
と
こ
ろ
に
、
少
し
若
い

男
性
が
畏
ま

っ
て
座

っ
て
い

る
写
真
が
プ
ロ
ジ

エ
ク
タ
ー

に
映
し
出
さ
れ
る
。
「退
院

し
て
や

っ
と
家
に
帰

っ
て
き

た
ら
、
離
れ
て
暮
ら
す
息
子

が
来
て
、
面
倒
を
み
れ
な
い

か
ら
施
設
に
と
行

っ
て
き

た
。
お
母
さ
ん
が
内
職
し
て

苦
ガ
し
て
学
校
も
出
し
て
も

ら

っ
た
の
に
、
冷
た
い
。
私

た
ち
が
様
子
を
見
に
く
る
か

ら
と
、
近
所
の
人
が
息
子
さ

ん
を
説
得
し
て
い
る
場
面
で

す
」
。
大
牟
田
市
の
自
川
病

院
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
猿
渡
進
平
さ
ん
の
講
演

が
一国
日
か

っ
た
▽
大
牟
田
市

と
い
う
と
地
域
ぐ
る
み
で
の

認
知
症
対
策
が
有
名
だ
が
、

猿
渡
さ
ん
が
徘
徊
模
擬
訓
練

を
始
め
た
２
０
０
７
年
、
参

加
者
は
た
っ
た
の
９
人
だ

っ

た
。
介
護
が
必
要
に
な

っ
た

ら
施
設
に
つ
ヽ
の
が
当
な
」

受
け
上
め
る
人
も
多
か
っ
た

地
域
が
、
前
述
し
た
よ
う
な

姿
に
変
わ

っ
た
の
は
、
「
真

実
の
合
意
形
成
ヽ

訓
練
を

き
っ
か
け
に
関
係
の
で
き
た

地
縁
組
織
の
人
と

コ
，
鮮
は

町
に
住
み
た
い
か
」
繰
り
返

し
、
話
し
合

っ
て
も
ら

っ
た

▽
地
域
の
人
の
支
え
が
あ
る

こ
と
で
、
自
川
病
院
か
ら
の

自
宅
退
院
者
は
３
倍
に
増
え

た
と
い
う
。
地
域
が
あ

っ
て

こ
そ
の
在
宅
介
護
だ
。
不
採

算
部
門
で
は
あ
る
が
、
介
護

事
当
彗
「よ
、
地
域
を
耕
せ
。

雉

言曇曾言呵冨
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介護休業の取得要件である

「常時介護を必要とする状態」の新基準 (案 )

0貶)のいずれか1該当する場合
n凄吟護 2以上
曖Ю～⑫のうち2が 2以上、3が 1以「 該当し、その状態力咄 続

６
は
休
業
取
得
の

一　
　
要
介
護
１
の

厚
生
労
働
省
は
、
来
年
１
月
か
ら
介
護
体
業
の
取
得
要
件
を
緩
和
す
る

介
護
休
業
制
度
に
関
す
る
有
識
者
研
究
会
（座
長
＝
佐
藤
博
樹
中
央
夫
禁

キ

い
基
準
案
を
示
し
、概
ね
了
承
さ
れ
た
。
要
介
護
２
～
３
相
当
と
さ
れ
る
現

必
要
と
す
る
状
態
」
と
い
う
対
象
家
族
の
基
準
を
見
直
し
、
事
チ
笙
環
２
以

て
い
な
く
て
も

一
定
の
介
護
が
必
要
な
人
を
対
象
と
し
、
介
護
休
業
を
取

厚
労
省

来
年
１
月
か
ら

高齢社会の福祉専門紙
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―
と
)な

年
間
約
１０
万
人
に
上
る
と
さ
れ

等
に
関
す
る
特
別
部
会
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
、
浜
松
市
の
医

療
法
人
社
団
和
恵
会
の
猿
原

孝
行
理
事
長
が
話
し
た
Ю
命

を
預
か
る
こ
と

へ
の
真
摯
な

姿
勢
が
う
か
が
え
る
一一一重
栗
だ

▽
療
養
病
床
を
実
際
に
運
営

し
て
い
る
立
場
か
ら
見
れ

ば
、
医
療
の
必
要
が
な
い
軽

い
人
が
入
院
を
続
け
て
い
る

と
い
う
よ
う
な

「社
会
的
入

院
」
は
す
で
に
存
在
し
て
い

な
い
。
入
居
者
の
重
度
化
は

進
ん
で
お
り
、
医
療
的
な
ケ

ア
を
受
け
な
が
ら
、
命
を
つ

な
い
で
い
る
高
齢
者
の
最
期

を
ど
こ
で
看
取
る
べ
き
か
。

問
題
の
論
点
が
大
き
く
変
わ

っ
て
き
て
い
る
印
象
だ
▽

「タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
定
義

の
議
論
を
す
べ
き
」
と
複
数

の
委
員
が
指
摘
し
た
。
国
か

ら
食
べ
ら
れ
な
く
な

っ
て

も
、
今
は
胃
ろ
う
が
あ
る
。

胃
ろ
う
を
造
設
す
れ
ば
栄
養

状
態
が
改
善
す
る
人
を
、
口

か
ら
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う

だ
け
で
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
に

あ
る
と
言
っ
て
い
い
の
か
ど

う
か
。
最
終
的
に
は
社
会
の

受
け
止
め
方
の
問
題
だ
▽
財

源
論
だ
け
で
は
な
い
議
論
が

必
要
だ
。

コ
●
も
、
認
知
症
な
ど
で
見
守

り
や
意
思
決
定
に
支
援
が
必
要

な
ケ
ー
ス
も
取
得
対
象
に
で
き

る
よ
う
、
「外
出
す
る
と
戻
れ

な
い
」

「
日
常
の
意
思
決
定
」

な
ど
の
項
目
も
盛
り
込
ん
だ
。

同
省
は
、
新
基
準
の
適
用
に

よ
り
、
介
護
休
業
の
対
象
者

は
、
要
介
護
１
の

一
部
に
も
広

が
る
と
昂

冷
″
で
い
る
。

現
在
、
介
護
休
業
制
度
の
取

得
率
唇
盆
零
〕
て
い
る
労
働
者

の
３

・
２
％

（
２
０
１
２
年
度

実
績
）
。　
一
方
、
介
護
離
職
は

▽

「亡
く

な

っ
た

後

に
、
割
検
す

る
と
、
脳
の

ど
の
部
位
に

萎
縮
が
あ

っ

Ｉ
認
知
機
能
に
障
害
が
出
て

い
る
か
わ
か
ら
な
い
状
態
に

な

っ
て
い
る
。
そ
れ
が
人
生

を
全
う
す
る

こ
と
で
あ
る

と
、
ケ
ア
に
あ
た
る
職
員
の

教
育
を
行

っ
て
い
る
」
。
２２

日
に
行
わ
れ
た
社
会
保
障
審

議
△な
の
星

資
病
床
の
在
り
方

憫

平成28年/2016年

6月 24日
(金曜日)

横断的な支援事例を報告 -3
北九州市で 18日か ら 2日 間開かれた 日
本 ケ アマ ネ ジ メ ン ト学 会 で 、介 護 や 障
害、生活 困窮な ど分野横断 的なケアマネ
ジメ ン トの事例 が報告 された。 障害者や

高齢者 を点で とらえず、 シームレスな支

援を行 つてい くことが求め られてい ると

している。

高齢者虐待防止で抜本的見直し-2

最年少で日本介護福祉士会長 -4

もっと栄養士の活用を

-5介護ベッドヘルパー負担軽減 -7

夕
雲 伝 雅 太姜 ャン ,酪 鑢 恣 〕鈴 じ雄 ャン u鵬 臨 騒 ]″ 前 ャン 叡
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圏 臨 脇 幡 ジ ョ 囲 臨 絆 ″粛講時ャ元 置 絶 絲 炒 続 し焙 ャパ

確実 に合格 したい人 へ I

鰺語製電纏護築器製究置Z
◎) 数ヽクラスで1人ひとりに合わせた授業内容! 受講牛幸体で授業を運営!!:5■弾

護でも確実に合格レベルに到達できます !!
☆全5会場12クラス振書自由でシフト勤務でも安心を子「
☆合格のノウハウを凝縮した、大量のオリジナル教材群
☆一方的な講義よりも、演習を中心とした受講生主体の授業運営

饉
大舗祉力tリジ熊谷校醸霧路甜賓31喜欝プ

旨盆0畿≫598‐S200
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ヽン（
心
療
内
科

一ど
を
受
診
す

しヽ
よ
う
。

“週
間
以
上
続

ノル
コ
ー
ル
利

〈。
眠
り
が
浅

れ
が

残

り
ま

いに
生
活
ス
タ

・た
薬
を
処
方

）ま
し
よ
う
¨

どヽ
脳
の
疲
れ

感
情
の
コ
ン

″効
き
に
く
く

ノ病
の
リ
ス
ク

いす
。

ノ病
に
は
至

っ

と
思

い
ま

す

）
管
理
な
ど
で

れ
尽
き
て
し
ま

ン。

Ａ
　
・頑
張
ち
て
い
る
人

ほ
ど
自
分
の
至
ら
な
さ
が

気
に
な
り
（
つ
ら
く
な
り

ま
す
。
こ
ん
な
時
は
う
ま

く
い

っ
た
こ
と
を

一
日

一

つ
見
つ
け
る
よ
う
に
心
が

け
、
「自
分
は
頑
張

っ
て

い
る
」
と
自
身
を
ほ
め
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
っ

特
に
中
間
管
理
職
の
人

は
孤
独
を
感
じ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
同
じ
立

場

の
人
が
集
ま
り
、
「お

互
い
よ
く
や

っ
て
い
る
」

と
励
ま
し
合
う
と
よ
い
で

す
ね
。
仕
事
で
疲
労
を
感

じ
る
人
は
、
よ
く
頑
張

っ

て
い
る
人
で
す
よ
！

（
こ
の
更
お
わ
り
、
次
回

か
ら

「
ツ
ボ
講
座
し

家
族
を
介
護
す
る
こ
と

に
な

っ
た
場
合
の
不
安
と

、し
て
最
も
大
き
い
の
は
、

「介
護
の
た
め
に
生
活
賣

が
圧
迫
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
」
こ
と
―
―
。

げ
油
で
、
③
を
か
ら

っ

と
揚
げ

た
ら
、
②

の
レ

モ

ン

ソ

ー

ス

を

絡

め

る
。
　

　

　

　

　

一

〈
ポ
イ
ン
ト

＆
ア
レ
ン

ツ
モ
ン
は
１
年
中
流

通
し
て
い
ま
す
が
、
含

ま
れ
て
い
る
ク
エ
ン
酸

は
睡
液
の
分
泌
を
促
し

るえゝ超
ｒＴ
＝
コ

室

日
属
∪

与
え
ら
れ
た
年
次
有
給

休
暇
の
う
ち
、
実
際
に
取

得
し
た
日
数
の
割
合
を
指

・
「現
在
の
仕
事
と
介
護

が
両
立
で
き
る
と
思
い
ま

す
か
」
と
い
う
質
問
に
、

「
で
き
る
」
と
し
た
の
は

わ
ず
か
６

・
６
％
”
５
割

化
率
は
４７
・
６
％

（２
０

１
５
年
）
で
す
。

以

上

の

人

が

「で

き

な

い
」
と
答
え
ま
し
た
。
勤

務
先
で
の
両
立
支
援
策
の

整
備
の
遅
れ
が
背
景
に
あ

る
と
み
ら
れ
ま
す
。
　
　
¨

０１
年
に
５０
％
を
割
り
込

ん
で
か
ら
は
ヽ
ほ
ぼ
４６
～

４８
％
台
で
推
移
し
て
い
ま

す
。

連
合
総
研
が
こ
の
ほ
ど

発

表

し

た

「勤

労

者
短

観
」
（男
女
２
０
０
０
人

対
象
）
に
よ
る
と
、
家
族

が
要
介
護
状
態
に
な
る
こ

と
に
不
安
が
あ
る
と
、
７

割
の
人
が
回
答
Ю
自
宅
で

介
護
す
る
こ
と
に
な

っ
た

場
合
の
不
安
と
し
て
は
い

生

活

費

へ
の
圧
迫

の
ほ

か
、
自
分
の
健
康
や
仕
事

へ
の
支
障
な
ど
が
多
く
、

「介
護
疲
れ
で
要
介
護
者

を
虐

待

し

て
し

ま
う

か

も
」
と
の
不
安
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
に
従
業
員
規
模
９９
人

以
下
の
企
業
で
は
、
「支

、援
策
が
存
在
し
な
い
」
が

４３

・
８
％

に
も
上
り

ま

す
。国

会
の
公
聴
会
に
Ａ
Ｌ

Ｓ

（筋
萎
縮
性
側
索
硬
化

症
）
患
者
の
男
性
を
参
考

「
―
―
―
―
サ

ー、
だ
猟
河
―
〕
紗
η
ｌ

ョ

くらしと数字

「両立無理」
勒一
量
■
一
一一

‐
―‥―
フ

ト

が

〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
二
〓
〓
〓
〓
〓〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓ｔ
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
二
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓

一電
彗

着

動

蒙族の分護での不豊
『生活闘歴濾」農劃
※回答15項目のうち上位5項目

3躍撮議断鳥9郵 _

連合総研『第31回動労者短薔賦2016年 5月 )

朝
食
抜
き

朝
食
を
き
ち
ん
と
食
べ

て
い
ま
す
か
？
　
朝
食
を

食
べ
る
回
数
が
少
な
い
人

は
、
毎
日
食
べ
る
人
に
比

べ
て
脳
出
血
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
と
い
う
調
査
結

果
が
最
近
発
表
さ
れ
ま
し

た
。・国

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
研
究
班
が
全
国
８
県

に
住
む
４５
～
７４
歳
の
男
女

約
８
万
３
０
０
０
人
を
１３

年
間
に
わ
た

っ
て
調
査
。

朝
食
が
週
２
回
以
下
の
人

は
、
毎
日
食
べ
る
人
に
比

べ
て
脳
出
血
の
確
立
が
３６

の
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

・

の
事
業
展
開
に
伴
い
ｏ
途
　
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、
間

上
国
の
児
童
が
酷
使
さ
れ
　
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

人
と
し
て
呼
ぶ
か
ど
う
か

で
も
め
、
男
性
の
出
席
を

拒
否
し
た
衆
議
院
の
対
応

が
批
判
さ

脳
出
血
の
リ
ス
ク

お
よ
そ
４
割
増
加

朝
食
を
抜
く
と
空
腹
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
な
ど
か
ら

血
圧
が
上
昇
し
、
朝
食
を

食
べ
る
と
上
昇
が
抑
え
ら

れ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

・
す
。
　

　

・

一　

こ
の
た
め
研
究
グ
ル
ー

プ
で
は
、
朝
食
を
食
べ
な

い
こ
と

で
血

圧

が

上

が

り
、
脳
出
血
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。

欧
米
に
は
朝
食
抜
き
は

心
筋
梗
塞
の
危
険
を
高
め

るヽ
と
の
研
究
も
¨
忙
し
い

朝
で
す
が
、
軽
く
で
も
毎

朝
食
べ
る
こ
と
が
健
康
の

た
め
、
で
す
ね
ｏ

で
す
。
　
　
　
　
　
　
・

入
院
中
で
も
重
度
訪
間

介
護
の
利
用
を
認
め
る
な

ど
改
善
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
当
事
者
の
要
求
と
は

ほ
ど
遠
い
内
容
で
す
。

障
害
者
団
体
は
、
必
要

な
支
援
を
受
け
な
が
ら
地

P7 4



2016年7月13日 

都民生活要求大行動実行委員会 第 ２ 回 会 議 まとめ 

出席団体／東京平和委、全印総連東京、建交労東京、臨海都民連、新スポ東京、東京社保協、地評 

 

１．＜報告事項＞  

（１）第1回実行委員会の開催 

6月2日、2016年都民生活要求大行動実行委員会を発足し、実行委員会に参加する各団体（参加団

体）がまとめた要求をもとに、東京都に対して統一要請行動を実施することを確認した。事務局団体

は東京地評、東京社保協。当面のスケジュールを確認した。 

 

（２）東京都産業労働局（都側窓口）との第1回折衝 

6月24日、東京都産業労働局と第1回折衝を行い、例年並みのスケジュールで進めることを確認した。 

 

（参考）実行委員会のスケジュール 

 ①東京都との第1回折衝（事務局団体で対応）：6月24日 

②各団体からの要請事項の集約日：6月27日（月）・・・送り先 東京地評・阿久津pc5@chihyo.jp 
 ③第2回実行委員会：7月13日（水）10時（東京地評会議室）･･･要求書確認 
 ④東京都への提出日：7月15日（金）（厳守） 
 ⑤各団体で独自の要請行動（必須）：原則6～7月･･･対都要請行動参加の要件とします。 
⑥重点項目の選定集約日：8月10日（水）･･･送付先 阿久津・pc5@chihyo.jp 

 ⑦第3回実行委員会：8月31日（水）10：00～･･･要請行動当日の事項の選定＝時間割 
※9月末に会場が決まります。 
 ⑧東京都からの回答期限：9月下旬→10月21日まで延期する。 
 ⑨第4回実行委員会（要請当日にむけた最終確認）：10月中旬 
 ⑩対都要請行動： 10 月下旬～11 月上旬 11 月下旬に延期･･･第 1 候補 10/28（金）終日、第 2 候

補10/31（月）終日、第3候補11/2（水）終日、第1候補11/28（月）、第2候補11/30（水）、都庁

内での開催。 
 ⑪第５回実行委員会（総括）：11月下旬 
⑫東京都との折衝（総括）：年度内 

 

２．＜提案・協議事項＞  

（１）要請行動日の候補日の再設定 

都知事選挙が行われることから、第3回定例会日程が例年より3週間ほど遅れて開会されます。東京

都回答は3定後に寄せられることから、これにあわせて、要請行動の開催時期を例年より遅らせるこ

とにしました。、第1候補11/28（月）、第2候補11/30（水）として、都側と再調整することとします。 

 

（２）要求書の内容の確認 

・15日提出を厳守としながらも、できるかぎり推敲を重ねることとしたい。未完成の分野の作成作業

とあわせ、事務局に一任いただきたい。 
 

３．次回会議  ８月３１日（水）１０：００～（東京地評５Ｆ会議室）＝要請行動時間割の調整 

以 上 
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2016年8月2日 1万ヶ所学習運動報告書

社 保 協 名 回 数 延べ人数

1 足 立 社 保 協 情勢学習（社保学校3回、マイナンバー2/17、30人）②医療保険制度（7/16） 4 30

2 荒 川 社 保 協 ①マイナンバー制度（2回） 2

3 板 橋 社 保 協 ①日の出町見学 1

4 江 戸 川 社 保 協
①マイナンバー学習会（2回、240人）②就業実態学習会 ③暮らしを改善し安心して生活できる社会を（6/12、
80人）

4 320

5 大 田 社 保 協

6 葛 飾 社 保 協 ①マイナンバー学習会　②国保問題（12/14、30人） 2 30

7 北 区 社 保 協 ①介護シンポジウム（7/7、91人）②介護一言カード学習会（11/25、12人）③対区懇談（12/21、32人） 3 135

8 江 東 社 保 協 ①情勢学習会②いま日本の医療保険・介護があぶない（12/4、165人） 2 165

9 品 川 社 保 協 ①情勢　②医療の現状と今後の展望（11/27、60人） 2 60

10 渋 谷 社 保 協
①安倍社会保障改革のネライ（8/18、50人）②介護保険制度を渋谷区から聞く（2016/1/30、53人）③情勢
学習④国保問題2回

5 103

11 新 宿 社 保 協 ①介護シンポジウム（11/20、12人） 1 120

12 杉 並 社 保 協 ①社会保障改悪（9/26、30人） 1 30

13 墨 田 社 保 協

14 世 田 谷 社 保 協 ①情勢学習4回②国保（1/29、70人）③社会保障（こぶしの会総会3/27、80人） 7 150

15 台 東 社 保 協
①総会記念学習会②情勢学習会③国保学習会（11/25、40人）④社会保障（3/27、80人）⑤安倍政権の社会
保障改悪の問題点（3/23）

5 120

16 中 央 区 社 保 協

17 千 代 田 社 保 協

18 豊 島 社 保 協 ①医療介護総合法（6/10、20人）②情勢③後期高齢者④国保⑤介護保険（5/12、28人） 5 48
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2016年8月2日 1万ヶ所学習運動報告書

社 保 協 名 回 数 延べ人数

19 中 野 社 保 協 ①脱住まいの貧困、貧困の現場から社会を変える（6/29、76人）②情勢２回 2 76

20 練 馬 社 保 協
①情勢②国保③混合診療・皆保険④社会保障とマイナンバー（11/7）⑤マイナンバー（くらしの学校、1/19）
⑥マイナンバー（重税反対、2/9、50人）⑦医療保険制度（5/25、30人）

7 80

21 文 京 社 保 協 ①2016/4/21憲法問題 1

22 港 社 保 協 ①これからの医療制度について（11/16、25人）②情勢 2 25

23 目 黒 社 保 協
①骨太方針2015の中味と今後のたたかい方（9/29、30人）②目黒区民集会（2016/2/26、170人）③労働
者派遣法

3 200

24 昭 島 社 保 協 ①医療・介護など社会保障（10/20、30人） 1 30

25 稲 城 社 保 協 ①情勢学習 1

26 清 瀬 社 保 協 ①介護現場の実態（2/29、30人）②情勢学習3回③国保問題3回 7 30

27 国 立 社 保 協

28 小 金 井 社 保 協 ①情勢学習2回 2

29 国 分 寺 社 保 協

30 小 平 社 保 協 ①情勢学習2回会②年金問題③国保問題④マイナンバー 5

31 立 川 社 保 協 ①介護保険問題（10/1、15人）②国保広域化（三医研・2/6、40人） 2 40

32 多摩市福祉をすすめる会 ①国保問題（3/12、30人） 1 30

33 調 布 社 保 協 ①情勢学習②安全保障関連法はなぜ戦争法か（3/9、100人） 2 100

34 西 多 摩 社 保 協

①自治体要請の検討（7/27）②介護アンケート調査結果（8/31）④新制度下の保育現場（9/28）⑤障害者め
ぐる状況（10/26）⑥派遣法（11/27）⑦消費税の問題点（12/24）⑧一億老後崩壊の衝撃（12/20、116
人）⑨総合事業移行問題（1/27）⑩医療改悪の流れ（2/22）⑪生活保護改悪の動き（3/28）⑫国保都道府県
化問題（4/25）⑬年金改悪と裁判闘争（5/31）⑭憲法問題（6/12）⑮総会学習（6/19、40人）

15 246
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2016年8月2日 1万ヶ所学習運動報告書

社 保 協 名 回 数 延べ人数

35 西 東 京 社 保 協
①情勢学習②国保問題③医療・介護がどう変わる（9/9、20人）④資料を読む会（10/5、11/2、10人）⑤総
合事業（2/29、3人）⑥戦争法と社会保障（4/30、50人）

7 83

36 八 王 子 社 保 協

①介護保険が変わって私はどうなる（7/22、16人）（2/26、１２（5/16、21人）（5/25、14）（5/27、
７人）（3/12、１５人）（4/24、７人）（6/28、３０人）②八王子の介護の現状（7/31、11人）③介護事
業所訪問調査員事前学習（9/7、23人）④八王子市出前講座（10/31、23人）⑤介護事業所訪問調査報告集会
（11/2、18人）⑥介護事業所アンケート結果から見えてきたもの（2016/1/15、12人）⑦社会保障解体攻撃
（5/30、24人）⑧八王子市健康保険事業の最近の動向（2/26、１０人）⑨八王子市総合事業学習会（3/1、
17人）、⑩どうなる？日本の医療と介護（3/3、１５人）⑪友の会カフェ「社会保障は国の責任で」（4/9、６
人）⑫八王子市後期高齢者医療の最近の動向（5/9、１０人）、⑬これからの介護保険（5/12、１３人）、

20 304

37 東 久 留 米 社 保 協 ①マイナンバー制度（8/18、20人）②差押え問題（8/26、12人） 2 32

38 東 村 山 社 保 協
①情勢学習②5/25後期高齢者③7/27・マイナンバー13人④1/18・介護保険32人⑤国保問題11人⑥国保料値
上げ問題⑦国保都道府県化（5/9、40人）

7 106

39 日 野 社 保 協
①社会保障（8/21、30人）②マイナンバー制度5回 ③国保問題（11/25、40人）④国保（2/27、30人）⑤
医療保険制度（5/17、30人）

9 130

40 府 中 社 保 協
①情勢学習3回②後期高齢者③国保問題④その他3回⑤介護保険8/28⑥年金（8/29）⑦高齢期要求（10/30）
⑧年金裁判（11/12）⑨９条問題（12/16、250人）⑩税金（2/19）⑪社会保障（3/12、40人）

15 290

41 町 田 社 保 協 ①稲城市の介護保険の実態（4/23、予定）②マイナンバー 2

42 三 鷹 社 保 協

43 武 蔵 野 社 保 協 ①わかばのつどい（新婦人東大和）（6/12、50人） 1 50

44 村 山 ・ 大 和 社 保 協

45 こ ま え 社 保 協 ①マイナンバー２回　②子育て支援署名（1/18）③総会記念学習会（2015/11/7） 4

46 東 商 連 ①社会保障の改悪の中味（9/13、40人）②板橋民商学習会（国保、9/27、20人） 2 60

47 自 由 法 曹 団 ①離婚と社会保障制度・なんなん講座（11/28） 1

48 東 京 自 治 労 連 ①安全・安心の医療・介護（10/9、15人） 1 15

49 東 京 土 建 本 部 ①社保対学習会（社会保障をめぐる情勢、9/11）②国会学習会（11/13、130人） 2 130

50 介護をよくする東京の会 介護フォーラム（1/16、60人） 1 60

51 三 多 摩 高 齢 期 ①国保問題（2/12、60人） 1 60
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2016年8月2日 1万ヶ所学習運動報告書

社 保 協 名 回 数 延べ人数

52 東 京 社 保 協

①生存権東京連絡会（医療制度）②常幹前段学習7回③第4３回社保学校（7/20、202人）④第６期事業計画
（7/15、30人）⑤介護フォーラム（2016/1/11、110人）⑥滞納処分東日本集会（1/30、80人）⑦オリパ
ラ都民の会提言討論会（2015/9/7 ⑧三多摩革新懇社会保障制度（5/19、20人）⑨都民連都政学習会
（2015/7/31）⑩東商連共済会学習会（2015/9/13、40人）⑪板橋民商学習会（2015/9/27、20人）⑫
なんなん講座（2015/11/28、45人）

18 652

報 告 書 集 約 数 188 4140
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2016/7/26

生存権裁判を支援する全国連絡会

 兵庫生存権裁判勝利中央キャラバン コース日程　各県の取り組み予定

（注）↓の重なっている日に次の県への引き渡し

7月26 火

岡山支援組織が車で兵庫集会へ、ほかに北九州、広島から

　13時～神戸市医師会館市民ホール（3階）

28 木 ↓兵庫 ・原告のいる自治体へ要請

29 金 ↓兵庫

11時～12時 神鉄西鈴蘭駅で宣伝・署名

17時～18時 阪神尼崎北側で宣伝・署名

31 日 都知事選投票 ↓兵庫

↓兵庫 ・14時から淀屋橋（大阪市役所）で宣伝・署名　宣伝カーで流す

・15時30分大阪府へ要望

2 火 ↓京都 ↓大阪

3 水 ↓京都 ・京都　宣伝・署名　13時西大路駅、14時西院、15時烏丸御池

4 木 ↓京都 ↓滋賀 ・自治体要請

5 金 ↓滋賀 ・自治体要請

6 土 ↓三重 ↓滋賀 ・伊賀で学習会予定

7 日 ↓三重

8 月 ↓三重 ・松坂・津市長へ要請　津で学習会18時～20時小久保弁護士講演

9 火 ↓三重 ・三重県・鈴鹿・四日市市長要請

10 水 ↓三重 ↓愛知 ・桑名市長へ要請 愛知受け入れ

11 木 海の日 ↓愛知

12 金 ↓愛知

13 土 お盆休み

14 日 お盆休み

15 月 お盆休み

16 火 お盆休み

17 水 ↓愛知

18 木 ↓静岡 ↓愛知 ・浜松で引き継ぎ、浜松・袋井市に要請

19 金 ↓静岡 ・掛川・静岡市・県庁へ要請し記者会見

20 土 日本母親大会 ↓静岡 　　休み

21 日 日本母親大会 ↓静岡 ↓神奈川 ・静岡が神奈川県小田原へ引き継ぐ

22 月 ↓神奈川 ・ＪＲ桜木町駅　みなとみらい側で13時～14時宣伝・署名

23 火 ↓神奈川

24 水 ↓東京 ↓神奈川 ・小田急線大和駅で14時～15時宣伝・署名

25 木 ↓東京

26 金 ↓東京

27 土 ↓東京

28 日 日本高齢者大会

29 月 日本高齢者大会

30 火 ↓東京

31 水 最高裁要請 ↓終結集会 11時20分集合：最高裁要請・宣伝、13時30分：衆院第1議員会館大会議室

８月1 月 ↓大阪

・神戸市長へ要請

7月27 水
岡山県支援者「人間裁判の碑」に集合

・兵庫出発集会

30 土 ↓兵庫
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ワース
ト順位

自治体名
所得に占
める割合

国保料（税）
年額

医療分 支援分 介護分
ワース
ト順位

自治体名
所得に占
める割合

国保料（税）
年額

医療分 支援分 介護分

1 板 橋 17.25 458,850 301,438 90,266 67,146 32 西 東 京 13.80 367,009 235,053 65,144 66,812
1 葛 飾 17.25 458,850 301,438 90,266 67,146 33 羽 村 13.71 364,570 210,830 85,800 67,940
3 中 野 17.24 458,617 301,438 90,266 66,913 34 小 平 13.61 362,151 214,655 86,705 60,791
3 荒 川 17.24 458,617 301,438 90,266 66,913 35 青 梅 13.53 359,780 229,855 75,210 54,715
5 墨 田 17.22 458,151 301,438 90,266 66,447 36 調 布 13.50 359,221 221,700 78,907 58,614
6 豊 島 17.19 457,219 301,438 90,266 65,515 37 清 瀬 13.39 356,191 240,990 43,261 71,940
7 北 17.18 456,986 301,438 90,266 65,282 38 国 立 13.35 355,195 208,150 81,940 65,105
8 練 馬 17.17 456,753 301,438 90,266 65,049 39 町 田 13.19 350,905 219,442 74,746 56,717
8 足 立 17.17 456,753 301,438 90,266 65,049 40 国 分 寺 13.02 346,207 215,219 79,921 51,067
10 世 田 谷 17.16 456,520 301,438 90,266 64,816 41 多 摩 12.92 343,775 212,205 80,115 51,455
11 台 東 17.14 455,821 301,438 90,266 64,117 42 福 生 12.92 343,740 205,510 85,940 52,290
12 江 東 17.13 455,588 301,438 90,266 63,884 43 武蔵村山 12.83 341,270 207,166 74,484 59,620
13 江 戸 川 17.09 454,656 301,438 90,266 62,952 44 狛 江 12.77 339,676 201,465 88,950 49,261
14 新 宿 17.08 454,423 301,438 90,266 62,719 45 日 野 12.75 339,080 218,500 66,290 54,290
15 杉 並 17.07 453,957 301,438 90,266 62,253 46 三 鷹 12.72 338,410 209,510 71,280 57,620
16 品 川 17.01 452,559 301,438 90,266 60,855 47 日の出町 12.67 336,909 214,236 69,684 52,989
17 大 田 17.00 452,093 301,438 90,266 60,389 48 あ き る 野 12.62 335,824 202,429 73,746 59,649
18 文 京 16.94 450,695 301,438 90,266 58,991 49 奥多摩町 12.60 335,235 211,335 64,620 59,280
19 目 黒 16.84 447,899 301,438 90,266 56,195 50 武 蔵 野 12.58 334,540 204,710 74,410 55,420
20 港 16.79 446,734 301,438 90,266 55,030 51 稲 城 12.21 324,767 198,046 49,494 77,227
21 中 央 16.78 446,268 301,438 90,266 54,564 52 大 島 町 12.20 324,400 206,850 64,390 53,160
21 渋 谷 16.78 446,268 301,438 90,266 54,564 53 三 宅 村 12.13 322,600 152,300 91,260 79,040
23 千 代 田 16.44 437,414 301,438 90,266 45,710 54 瑞 穂 町 11.97 318,276 201,238 54,923 62,115
24 立 川 15.37 408,812 255,066 92,596 61,150 55 八 丈 町 11.94 317,645 184,800 64,945 67,900
25 昭 島 15.32 407,515 240,480 98,425 68,610 56 府 中 11.77 313,202 199,559 60,446 53,197
26 小 金 井 14.90 396,455 218,750 101,435 76,270 57 檜 原 村 11.19 297,760 183,180 62,290 52,290
27 東久留米 14.50 385,794 230,943 92,703 62,148 58 神津島村 10.76 286,344 216,850 33,980 35,514
28 八 王 子 14.39 382,710 235,490 85,940 61,280 59 利 島 村 10.23 272,150 174,700 59,970 37,480
29 東 村 山 14.31 380,695 235,335 80,480 64,880 60 新 島 村 9.83 261,370 173,860 49,800 37,710
30 青 ヶ島村 14.01 372,640 264,000 63,820 44,820 61 小笠原村 9.77 259,966 166,150 63,730 30,086
31 東 大 和 14.00 372,395 237,412 70,744 64,239 62 御蔵島村 8.60 228,798 130,850 55,015 42,933

試算条件：４人世帯。年齢と収入は以下の通り
①世帯主40歳代・給与収入４００万円、②妻40歳代・専業主婦、③子ども2人、④固定資産税は５万円とした

2016年度　都内自治体での国保料順位表（高い順）
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加入人
数

子どもの
占める割
合（％）

同年齢人口に
占める国保加

入率

全額助成の
必要額

加入人数
子どもの占
める割合
（％）

同年齢人口に
占める国保加

入率

全額助成の
必要額

全自治体計 262,179 7.2 17.3 11,138,490,740 376,010 10.3 18.5 15,982,116,100 3,642,330 1,515,354 2,032,036

23区小計 179,215 7.1 18.2 8,279,733,000 257,468 10.3 19.7 11,895,021,600 2,511,316 983,492 1,305,220

26市小計 80,224 7.3 15.4 2,788,829,840 114,770 10.4 16.1 3,990,804,300 1,100,386 521,450 712,616

町村小計 2,740 8.9 26.3 69,927,900 3,772 12.3 26.6 96,290,200 30,628 10,412 14,200

千代田区 46,200 35,400 10,800 940 7.9 15.1 43,428,000 1,288 10.8 16.2 59,505,600 11,956 6,209 7,966

中央区 46,200 35,400 10,800 2,545 8.1 16.9 117,579,000 3,242 10.3 17.8 149,780,400 31,569 15,039 18,212

港区 46,200 35,400 10,800 5,172 8.1 19.9 238,946,400 6,822 10.7 21.3 315,176,400 63,606 25,984 32,007

新宿区 46,200 35,400 10,800 5,970 5.6 23.6 275,814,000 9,422 8.8 28.1 435,296,400 106,554 25,271 33,517

文京区 46,200 35,400 10,800 2,980 6.1 13.2 137,676,000 4,333 8.8 14.8 200,184,600 49,052 22,656 29,290

台東区 46,200 35,400 10,800 4,415 7.3 27.0 203,973,000 6,294 10.4 29.3 290,782,800 60,365 16,330 21,512

墨田区 46,200 35,400 10,800 5,427 7.4 20.8 250,727,400 7,740 10.6 22.5 357,588,000 73,160 26,106 34,469

江東区 46,200 35,400 10,800 9,219 7.3 15.8 425,917,800 12,956 10.3 17.5 598,567,200 125,881 58,276 74,201

品川区 46,200 35,400 10,800 6,093 6.5 15.6 281,496,600 8,552 9.1 17.1 395,102,400 94,030 39,086 50,062

目黒区 46,200 35,400 10,800 4,634 6.5 17.1 214,090,800 6,382 8.9 17.8 294,848,400 71,634 27,048 35,767

大田区 46,200 35,400 10,800 12,054 6.7 15.6 556,894,800 17,721 9.9 17.2 818,710,200 179,547 77,063 102,990

世田谷区 46,200 35,400 10,800 15,425 6.9 15.6 712,635,000 21,526 9.6 16.4 994,501,200 225,182 99,181 131,360

渋谷区 46,200 35,400 10,800 4,196 6.4 23.1 193,855,200 5,531 8.5 23.5 255,532,200 65,350 18,200 23,574

中野区 46,200 35,400 10,800 4,893 5.3 18.6 226,056,600 7,338 7.9 20.7 339,015,600 93,156 26,273 35,367

杉並区 46,200 35,400 10,800 8,326 5.7 15.5 384,661,200 11,761 8.0 16.4 543,358,200 146,570 53,634 71,895

豊島区 46,200 35,400 10,800 4,955 5.7 22.2 228,921,000 7,544 8.7 25.3 348,532,800 87,127 22,369 29,816

北区 46,200 35,400 10,800 6,190 6.4 19.4 285,978,000 8,970 9.2 21.1 414,414,000 97,479 31,919 42,509

荒川区 46,200 35,400 10,800 4,993 7.7 22.3 230,676,600 7,298 11.3 24.9 337,167,600 64,549 22,353 29,296

板橋区 46,200 35,400 10,800 10,559 7.0 17.9 487,825,800 15,418 10.2 19.5 712,311,600 150,755 58,878 78,973

練馬区 46,200 35,400 10,800 14,003 7.6 16.0 646,938,600 20,316 11.0 17.1 938,599,200 185,097 87,520 118,993

足立区 46,200 35,400 10,800 18,735 8.9 23.3 865,557,000 27,024 12.8 24.8 1,248,508,800 211,159 80,348 109,103

葛飾区 46,200 35,400 10,800 10,568 8.0 20.2 488,241,600 15,307 11.6 21.5 707,183,400 131,535 52,433 71,159

江戸川区 46,200 35,400 10,800 16,923 9.1 18.5 781,842,600 24,683 13.3 20.0 1,140,354,600 186,003 91,316 123,182

０歳から１
４歳まで
の人口

０歳から１
９歳までの
人口

自治体名

２０１６年度東京子どもの国保料(税)

※国保加入者数は2014年度の人数（厚労省「国民健康保険事業状況報告書（事業年報）Ｂ表」より東京社保協作成）
※子ども国保料(税)は医療分・後期支援分の均等割額の合計金額

国保加入
者数

後期支
援分均
等割額
（円）

医療分
均等割
額（円）

２０１６年度
子ども国保
料(税)

0歳から14歳までの国保加入者 0歳から19歳までの国保加入者
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加入人
数

子どもの
占める割
合（％）

同年齢人口に
占める国保加

入率

全額助成の
必要額

加入人数
子どもの占
める割合
（％）

同年齢人口に
占める国保加

入率

全額助成の
必要額

全自治体計 262,179 7.2 17.3 11,138,490,740 376,010 10.3 18.5 15,982,116,100 3,642,330 1,515,354 2,032,036

23区小計 179,215 7.1 18.2 8,279,733,000 257,468 10.3 19.7 11,895,021,600 2,511,316 983,492 1,305,220

26市小計 80,224 7.3 15.4 2,788,829,840 114,770 10.4 16.1 3,990,804,300 1,100,386 521,450 712,616

町村小計 2,740 8.9 26.3 69,927,900 3,772 12.3 26.6 96,290,200 30,628 10,412 14,200

０歳から１
４歳まで
の人口

０歳から１
９歳までの
人口

自治体名

２０１６年度東京子どもの国保料(税)

※国保加入者数は2014年度の人数（厚労省「国民健康保険事業状況報告書（事業年報）Ｂ表」より東京社保協作成）
※子ども国保料(税)は医療分・後期支援分の均等割額の合計金額

国保加入
者数

後期支
援分均
等割額
（円）

医療分
均等割
額（円）

２０１６年度
子ども国保
料(税)

0歳から14歳までの国保加入者 0歳から19歳までの国保加入者

八王子市 39,000 28,000 11,000 11,846 7.5 16.8 461,994,000 16,960 10.7 17.0 661,440,000 158,882 70,711 99,478

立川市 39,500 28,700 10,800 3,498 7.2 15.8 138,171,000 5,137 10.5 16.9 202,911,500 48,744 22,185 30,307

武蔵野市 32,500 23,800 8,700 1,909 5.5 12.2 62,042,500 2,763 7.9 13.3 89,797,500 34,834 15,601 20,789

三鷹市 33,500 25,000 8,500 3,192 6.9 14.6 106,932,000 4,654 10.1 15.7 155,909,000 46,195 21,925 29,666

青梅市 35,200 26,300 8,900 2,964 7.5 17.7 104,332,800 4,181 10.6 17.7 147,171,200 39,298 16,715 23,661

府中市 29,760 22,920 6,840 4,514 7.1 13.1 134,336,640 6,405 10.1 13.9 190,612,800 63,493 34,470 46,187

昭島市 39,000 27,500 11,500 2,569 8.0 18.0 100,191,000 3,642 11.4 18.9 142,038,000 32,017 14,293 19,280

調布市 35,600 26,300 9,300 4,080 7.2 14.6 145,248,000 5,764 10.2 15.5 205,198,400 56,514 27,936 37,192

町田市 33,500 25,000 8,500 8,944 7.8 15.5 299,624,000 12,461 10.8 16.0 417,443,500 115,069 57,609 77,947

小金井市 35,000 21,000 14,000 1,609 5.8 11.6 56,315,000 2,363 8.6 12.4 82,705,000 27,532 13,930 19,102

小平市 33,400 22,500 10,900 3,453 7.3 14.3 115,330,200 5,020 10.6 15.1 167,668,000 47,198 24,098 33,306

日野市 33,000 24,000 9,000 2,636 5.9 11.2 86,988,000 3,905 8.7 12.3 128,865,000 44,939 23,545 31,802

東村山市 37,800 27,000 10,800 3,106 7.5 16.1 117,406,800 4,515 10.9 17.0 170,667,000 41,243 19,320 26,555

国分寺市 40,000 28,000 12,000 1,717 6.0 11.9 68,680,000 2,438 8.6 12.3 97,520,000 28,386 14,420 19,820

国立市 30,000 20,000 10,000 1,356 6.9 15.6 40,680,000 1,937 9.9 15.8 58,110,000 19,627 8,719 12,270

福生市 35,000 24,000 11,000 1,651 8.7 25.6 57,785,000 2,338 12.3 25.6 81,830,000 19,079 6,458 9,135

狛江市 32,700 19,200 13,500 1,417 6.7 16.2 46,335,900 2,000 9.5 16.8 65,400,000 21,079 8,735 11,872

東大和市 34,400 26,500 7,900 2,054 8.4 17.7 70,657,600 2,941 12.0 18.8 101,170,400 24,545 11,634 15,672

清瀬市 28,000 24,000 4,000 1,687 8.0 17.7 47,236,000 2,484 11.8 19.2 69,552,000 21,132 9,509 12,950

東久留米市 40,800 29,200 11,600 2,431 7.4 16.8 99,184,800 3,487 10.6 17.3 142,269,600 32,986 14,446 20,127

武蔵村山市 30,000 20,000 10,000 2,492 10.6 23.1 74,760,000 3,517 14.9 24.4 105,510,000 23,590 10,766 14,388

多摩市 35,800 24,800 11,000 2,572 6.2 14.4 92,077,600 3,665 8.9 15.3 131,207,000 41,374 17,800 23,999

稲城市 28,100 22,600 5,500 1,602 7.8 12.1 45,016,200 2,257 11.0 12.9 63,421,700 20,457 13,292 17,527

羽村市 32,800 23,000 9,800 1,310 8.1 17.3 42,968,000 1,863 11.5 17.7 61,106,400 16,145 7,578 10,508
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加入人
数

子どもの
占める割
合（％）

同年齢人口に
占める国保加

入率

全額助成の
必要額

加入人数
子どもの占
める割合
（％）

同年齢人口に
占める国保加

入率

全額助成の
必要額

全自治体計 262,179 7.2 17.3 11,138,490,740 376,010 10.3 18.5 15,982,116,100 3,642,330 1,515,354 2,032,036

23区小計 179,215 7.1 18.2 8,279,733,000 257,468 10.3 19.7 11,895,021,600 2,511,316 983,492 1,305,220

26市小計 80,224 7.3 15.4 2,788,829,840 114,770 10.4 16.1 3,990,804,300 1,100,386 521,450 712,616

町村小計 2,740 8.9 26.3 69,927,900 3,772 12.3 26.6 96,290,200 30,628 10,412 14,200

０歳から１
４歳まで
の人口

０歳から１
９歳までの
人口

自治体名

２０１６年度東京子どもの国保料(税)

※国保加入者数は2014年度の人数（厚労省「国民健康保険事業状況報告書（事業年報）Ｂ表」より東京社保協作成）
※子ども国保料(税)は医療分・後期支援分の均等割額の合計金額

国保加入
者数

後期支
援分均
等割額
（円）

医療分
均等割
額（円）

２０１６年度
子ども国保
料(税)

0歳から14歳までの国保加入者 0歳から19歳までの国保加入者

あきる野市 29,000 20,000 9,000 2,069 8.4 18.6 60,001,000 2,872 11.7 18.8 83,288,000 24,645 11,147 15,284

西東京市 32,300 25,800 6,500 3,546 6.9 14.4 114,535,800 5,201 10.1 15.4 167,992,300 51,383 24,608 33,792

瑞穂町 28,100 22,000 6,100 1,118 9.8 25.8 31,415,800 1,614 14.1 26.2 45,353,400 11,423 4,336 6,154

日の出町 33,700 24,900 8,800 483 9.0 21.2 16,277,100 606 11.3 20.4 20,422,200 5,350 2,282 2,972

檜原村 27,000 19,000 8,000 35 4.3 20.8 945,000 48 6.0 19.8 1,296,000 805 168 243

奥多摩町 32,000 24,000 8,000 75 4.4 20.9 2,400,000 107 6.2 19.9 3,424,000 1,720 358 537

大島町 22,200 16,000 6,200 224 6.9 24.1 4,972,800 309 9.6 22.4 6,859,800 3,233 929 1,382

利島村 20,500 13,000 7,500 13 11.6 27.7 266,500 16 14.3 32.0 328,000 112 47 50

新島村 16,000 11,000 5,000 101 8.5 30.8 1,616,000 136 11.5 33.1 2,176,000 1,183 328 411

神津島村 21,000 18,000 3,000 126 13.0 42.9 2,646,000 165 17.0 44.6 3,465,000 972 294 370

三宅村 20,000 11,500 8,500 63 6.5 28.0 1,260,000 90 9.2 32.4 1,800,000 974 225 278

御蔵島村 13,000 8,300 4,700 18 14.3 32.7 234,000 23 18.3 35.4 299,000 126 55 65

八丈町 17,100 13,100 4,000 307 8.6 33.8 5,249,700 428 12.0 36.4 7,318,800 3,577 909 1,177

青ヶ島村 33,000 23,000 10,000 7 11.1 26.9 231,000 15 23.8 53.6 495,000 63 26 28

小笠原村 14,200 7,800 6,400 170 15.6 37.4 2,414,000 215 19.7 40.3 3,053,000 1,090 455 533
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